
２. ３．数学における深い学び１． ４．

令和７年度 研究部委員会研究主題

深い学びを具現する数学教育の創造

～「主体的な学び」を実現する授業改善と、
実践事例集を活用した授業実践～

（研究内容）

主体的な学びを実現する授業改善を行い、実践を行うことで深い学び
について研究を進めていく。
また、数学の教科書の変更に伴い、単元指導構想図の見直しを図る。
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数学に関わる事象や、日常生活や社会
に関わる事象について、数学的な見方・
考え方を働かせ、数学的活動を通して、

深い学び （学習指導要領解説 数学編より） 

新しい概念を形成したり、よりよい方法
を見いだしたりするなど、新たな知識・
技能を身に付けて、それらを統合し、思
考・態度が変容する学び

２. ３．数学における深い学び１． ４．



数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学
的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

深い学び①

新しい概念を形成したり、
よりよい方法を見いだし
たりするなど、新たな知
識・技能を身に付けて、
それらを統合し、思考・
態度が変容する学び
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学習指導要領解説 数学編



令和７年度 全国学力・学習状況調査

調査問題作成の基本理念について

「全国学力・ 学習状況調査の調査問題に
ついては、新しい学習指導要領が求める
育成を目指す資質・能力を踏まえ、それ
を教育委員会や学校に対して、具体的な
メッセージとして示すものとなるよう検
討を進める。」

「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成29年３月）
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令和７年度
中学校
第３学年
数学 より
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令和７年度 中学校第３学年 数学 より

8 日常的な事象における問題について、関数関係に着目し構想を立て考察すること
  を趣旨とした問題

(１)事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうか問う問題

(２) 事柄を調べる方法や手順を説明する問題（方法・手順の説明）

事象について、数学的に考察する場面でのアプローチの方法や手順を
説明する問題を出題し、構想を立てたり、それを評価・改善したりする
力をみることにした。他者と協働的に問題を解決したり、問題解決の過
程を自ら振り返ったりする上で、方法や手順を的確に記述したり伝え
合ったりすることが大切である。そこで、「用いるもの」（表、式、グ
ラフ）を明確にした上で、その「用い方」（x 座標がある値となるときの 
y 座標の値を読み取るなど）を記述することを解答として求めた。
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数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学
的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

深い学び②

新しい概念を形成し
たり、よりよい方法
を見いだしたりする
など、新たな知識・
技能を身に付けて、
それらを統合し、思
考・態度が変容する
学び

数学的な見方・考え方
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数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学
的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

深い学び③

新しい概念を形成した
り、よりよい方法を見
いだしたりするなど、
新たな知識・技能を身
に付けて、それらを統
合し、思考・態度が変
容する学び
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数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学
的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

深い学び④

新しい概念を形成した
り、よりよい方法を見
いだしたりするなど、
新たな知識・技能を身
に付けて、それらを統
合し、思考・態度が変
容する学び
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変容

「分からなかったことが、
分かるようになった！」

「正しいと思っていたら、
実は間違っていることが分
かった！」

「もう少し・・・・・を
加えると、より確かにな
ることが分かった！」

「最初から自分が考えてい
たことが、正しかった！」

「自分の考えが、一番確か
だった！」



深い学びに向かうための鍵！！ 「発問」
問題を見出す力
捉え表現する力

問題を見出す力
拡張・一般化する力

既習と結び付け、深める力
統合的・発展的に考える力

結果を吟味する力
様々な事象に活用する力

これらの力が身に付けられるように
意識して授業計画をしている中で…

これらの力を
育てるために、

どんな状況の
子供に

どんな発問を
しますか？
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生徒の状況 教師の動き

１回目
自分なりに補助線を引き、証明を書
き始めている。

どこに補助線を引いているか確認し、う
なずきながら、見届ける。

２回目
図形の中の同じ長さの辺に、自分な
りの記号を書き加えている。

同じ長さの辺に記号を付け、状況を整理
している姿を価値付け、言葉をかける。

３回目
証明を途中まで書き、しばらく止
まっている。
小集団の中も停滞している。

ここまでどうしてこう書いたか聞き取り、
その後のヒントを少し与える。

４回目 証明が進まない原因が見えてくる。 生徒からの質問に答える。

５回目 つまずきが解消し、再び書き進める。
やり切ったところを見届ける。
「すごいね！できたね！」認める。

何でもかんでも声をかけるわけではない。

生徒の状況をよく捉え、状況に合わせて、徹して寄り
添い、生徒が必要としているときに、発問する。

曖 昧 さ を 追 求 し 、 価 値 付 け る 的 確 な 教 師 の 発 問

その１
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投げかけたことに対して、必ず見届ける。

生 徒 の 状 況 を よ く 捉 え 、 状 況 に 合 わ せ て 、 徹 し て 寄 り 添 う 動 き

生徒の状況 教師の動き

１
回
目

証明が飛躍している。
平行四辺形をどのように
作ったのか記述がないま
ま、証明が進んでいる。

「なぜいきなり平行四辺形が出てくるの？」
→生徒：説明をする。
→「見通しがちゃんとあるね。そこを他の人
が見てもわかるように書き加えてごらん。」

２
回
目

飛躍している部分を書き
加え、証明が完成する。

やり切ったところを見届ける。
「できた？飛躍してないね！ばっちり、すば
らしい！」

その２
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数学的な見方・考え方を可視化し、価値付ける。

生 徒 の 状 況 を よ く 捉 え 、 状 況 に 合 わ せ て 、 徹 し て 寄 り 添 う 動 き

生徒の状況 教師の動き

解
釈

ＡＢＣＤの４人で構成された小集団
に対して

「Ａさんが、どう捉えたか分かる？
Ａさんがどう考えたか、班で話して
ごらん。」

（教師の発問後、ＢさんがＡさんの考えを小
集団の中で話す。）

・仲間の証明を読み取る力を育てる。
・読み取ったことをアウトプットすることで、
自分の論理として身に付けている。

統
合

「この２つの考えに共通しているこ
とは何だろう？」

共通点に着目させることで、本時の数学的な
見方・考え方にせまっている。

その３
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